
多数可決

多数可決

全会可決

全会可決

多数可決

多数可決

多数可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

多数可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

多数可決

全会可決

全会可決

多数可決

平成２３年度富里市一般会計予算

平成２３年度富里市国民健康保険特別会計予算

平成２３年度富里市下水道事業特別会計予算

平成２３年度富里市介護保険特別会計予算

平成２３年度富里市後期高齢者医療特別会計予算

平成２３年度富里市水道事業会計予算

富里市行政組織条例の一部を改正する条例の制定につい
て

富里市長及び副市長並びに教育委員会教育長の給与の特
例に関する条例の一部を改正する条例の制定について

富里市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

富里市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

平成２２年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第
３号）

平成２２年度富里市下水道事業特別会計補正予算（第４
号）

平成２２年度富里市老人保健特別会計補正予算（第２号）

平成２２年度富里市介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成２２年度富里市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）

平成２２年度富里市水道事業会計補正予算（第２号）

千葉市ほか１０市１町８一部事務組合消防指令事務協議
会規約の制定に関する協議について

平成２２年度富里市一般会計補正予算（第６号）

富里市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について

富里市職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について

富里市特別会計設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数
の減少及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正
する規約の制定に関する協議について

富里市中小企業資金融資条例の一部を改正する条例の制
定について

富里市住民生活に光をそそぐ交付金基金条例の制定につ
いて

富里市税条例の一部を改正する条例の制定について

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 150 億 8,800 万円とするもの

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 54億 5,392 万円とするもの

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 6億 9,791 万 7 千円とするもの

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 17億 9,540 万円とするもの

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 2億 2,839 万 5 千円とするもの

収益的収支として水道事業収益10億 108万 1千円 ,水道事業費用9億3,757
万 5 千円 , 資本的収支として資本的収入 1億 4,705 万 6 千円 , 資本的支出 3
億 1,607 万 4 千円とするもの

きめ細やかな市民サービスの向上を図るため，総務部及び経済環境部に所属
する課の再編を行うとともに，経済環境部の名称を市民経済環境部に改める
もの

人事院及び千葉県人事委員会の勧告にかんがみ，自宅に係る住居手当の支給
の廃止，期末・勤勉手当の６月及び 12 月の支給月数を変更するなど所要の
改正を行うもの

老人保健特別会計の設置義務が法律上平成 22 年度で終了することから，会
計規模や事務処理の利便性等を勘案し平成 23 年度以降は一般会計で処理す
るため改正するもの

組織団体の数が減少することに伴い規約を改正することについて協議するも
の

中小企業資金融資の申請から貸付までの期間を短縮し中小企業者の事業資金
の調達を円滑にするため，中小企業資金融資審査会を廃止するなど所要の改
正を行うもの

収益的収支として水道事業収益を 704 万 3 千円増額し 10 億 172 万 6 千円 ,
水道事業費用を 440 万 1 千円増額し 9億 4,964 万 3 千円 , 資本的収支とし
て資本的収入を 170 万円減額し 3,424 万 4 千円とするもの

国の平成 22 年度補正予算において，住民生活に光をそそぐ交付金が創設さ
れ，本市に交付される交付金の一部を基金として積立て事業に充当するため
制定するもの

法人税割の課税の特例として資本金の額若しくは出資金の額が1億円以下で
ある普通法人などの法人等に対する法人税割額を 100 分の 12.3 相当に引き
下げるもの

本市の財政状況などを総合的に勘案し，市長及び副市長並びに教育長の期末
手当の減額期間の延長など所要の改正を行うもの

平成 21 年 10 月から平成 23 年 3月までの間，暫定的に引き上げていた出産
育児一時金の支給額について平成 23年 4月から恒久化するもの

富里市立浩養幼稚園を富里市立浩養小学校の施設へ移設するため位置を変更
するもの

千葉市ほか 10 市１町８一部事務組合消防指令事務協議会規約を制定するこ
とについて協議するもの

歳入歳出それぞれ 2億 9,740 万 2千円を減額し , 総額を 145 億 2,440 万 9千
円とするもの

歳入歳出それぞれ 353 万 9 千円を減額し , 総額を 52 億 3,631 万 8 千円とす
るもの

歳入歳出それぞれ 1,419 万 3 千円を減額し , 総額を 6億 5,868 万円とするも
の

歳入歳出それぞれ 14万円を追加し , 総額を 354 万 8千円とするもの

歳入歳出それぞれ 1億 7,006 万 6 千円を減額し , 総額を 16 億 6,611 万 3 千
円とするもの

歳入歳出それぞれ 4,243 万 9 千円を減額し , 総額を 2億 2,549 万 1 千円とす
るもの

国民健康保険事業の健全な運営を図るため，国民健康保険税の基礎課税額の
課税限度額及び後期高齢者支援金等課税額の課税限度額を引き上げるもの

３月定例会の議案と議決結果

号第
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３月定例会

平成２３年 170

市長提出議案

３月定例会は、2月 22 日から始まり、3月 17 日まで 24 日間の会期で開かれました。
市長から議案２５件が提出され、それぞれ原案どおり可決しました。
また、委員会提出議案として３件、継続審査となっていた議員提出議案１件をそれぞれ原案どおり可決しました。
一般質問は４会派の代表から会派代表質問が、個人質問は８人の議員が行い、市の諸問題について見解を求めました。
また、臨時議会が１月 28日に開催され、市長から議案４件、委員会提出議案１件が提出され、それぞれ原案どおり可決しました。

議　案
第１号

議　案
第２号

議　案
第３号

議　案
第４号

議　案
第５号

議　案
第６号

議　案
第７号

議　案
第８号

議　案
第９号

議　案
第１０号

議　案
第１１号

議　案
第１２号

議　案
第１３号

議　案
第１４号

議　案
第１５号

議　案
第１６号

議　案
第１７号

議　案
第１８号

議　案
第１９号

議　案
第２０号

議　案
第２１号

議　案
第２２号

議　案
第２３号

議　案
第２４号

議　案
第２５号
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こんにちはとみさと議会です　１７０号

富里市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

国民健康保険に対する国庫負担の見直し・増額を
求める意見書について

議員定数が 18 人となったことから , 常任委員会を９人で組織する総務建設
常任委員会及び文教厚生常任委員会とするもの

国民健康保険に対する国庫負担の見直し・増額を求める意見書を提出するも
の

常任委員長及び議会運営委員長の報酬月額 31 万円を議長及び副議長以外の
議員と同額の30万円に引き下げるとともに議員の期末手当の支給率を６月，
12月の合計で現行の 4.50 から 3.95 とするもの

富里市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

全会可決

多数可決

多数可決

多数可決

採　　択

全会可決

全会可決

全会可決

第１号

第１号

請　願
第２４号

陳　情
第３１号

Ｈ２３年１２月議会
発議案第４号

第２号

第３号

富里市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書について

財産の取得について

平成 22 年度富里市一般会計補正予算（第５号）

平成 22 年度富里市下水道事業特別会計補正予算 ( 第３
号 )

損害賠償の額の決定について

富里市議会の議員定数を 20人から 18 人とするもの

ＴＰＰ交渉への参加について反対する意見書を提出するもの

市道 01 － 008 号線道路整備事業のため，道路用地の一部として土地売買契
約を締結し，財産の取得をしようとするもの

歳入歳出それぞれ 8,043 万 4 千円を追加し , 総額を 148 億 2,181 万 1 千円と
するもの

歳入歳出それぞれ 417 万 9 千円を追加し , 総額を 6億 7,287 万 3 千円とす
るもの

議長車が交通事故により使用不能となったため，当該車両の賃貸契約を解除
することに伴い ,契約約款に基づいた規定損害金が発生することとなったもの

３月定例会の議案と議決結果

１月臨時会の議案と議決結果

委員会提出議案

市長提出議案

議員提出議案

請願・陳情

委員会提出議案

結　

果

フォーラム富里 市民クラブ 市政会 公明クラブ 無会派
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市長提出議案

議１ 平成２３年度富里市一般会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ 17 2

議２ 平成２３年度富里市国民健康保険特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ 17 2

議３ 平成２３年度富里市下水道事業特別会計予算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議４ 平成２３年度富里市介護保険特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 18 1

議５ 平成２３年度富里市後期高齢者医療特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 18 1

議６ 平成２３年度富里市水道事業会計予算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議７ 富里市行政組織条例の一部を改正する条例の制定について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ 17 2

議８
富里市長及び副市長並びに教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議９ 富里市職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議１０ 富里市特別会計設置条例の一部を改正する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議１１ 富里市住民生活に光をそそぐ交付金基金条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議１２ 富里市税条例の一部を改正する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議１３ 富里市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議１４ 富里市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 18 1

議１５ 富里市中小企業資金融資条例の一部を改正する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議１６ 富里市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議１７
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合
事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議１８
千葉市ほか１０市１町８一部事務組合消防指令事務協議会規約の制定に関する協議に
ついて

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議１９ 平成２２年度富里市一般会計補正予算（第６号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議２０ 平成２２年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議２１ 平成２２年度富里市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議２２ 平成２２年度富里市老人保健特別会計補正予算（第２号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議２３ 平成２２年度富里市介護保険特別会計補正予算（第３号） 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ 17 2

議２４ 平成２２年度富里市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

議２５ 平成２２年度富里市水道事業会計補正予算（第２号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

委員会提出議案

委議１
富里市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

委議２ 富里市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 0

委議３ ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書について 多 × ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ 退 × － ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 14 ３

議員提出議案

【継】発議４ 国民健康保険に対する国庫負担の見直し・増額を求める意見書について 多 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × － × × × ○ ○ ○ ○ 12 ７

請願・陳情

請２４ 「ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書」採択に関する請願 多 × × × ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ 退 × － ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 12 ５

陳３１ がけ崩れ土どめに関する陳情 継 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

市長提出議案

議１ 財産の取得について 多 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 17 1

議２ 損害賠償の額の決定について 多 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 17 1

議３ 平成 22年度富里市一般会計補正予算（第５号） 全 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 0

議４ 平成 22年度富里市下水道事業特別会計補正予算 ( 第３号 ) 全 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 0

委員会提出議案

委発１ 富里市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 多 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × × × ○ 15 3

３月定例会の採決結果
多＝賛成多数　×＝賛成少数　継＝閉会中の継続審査
○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席
【継】＝前定例会以前からの継続案件

１月臨時会の採決結果
※猪狩一郎議員は議長の職務を行ったため採決に加わっていません。

※杉山治男議員は議長のため採決に加わっていません。

多数可決

多数可決

継続審査
｢ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書｣ 採択に関
する請願

がけ崩れ土どめに関する陳情

議　案
第１号

議　案
第２号

議　案
第３号

議　案
第４号



こんにちはとみさと議会です　１７０号

3

予

算

審

査

特

別

委

員

会

委

員

長

報

告

　

平
成
23
年
度
富
里
市
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
四
日
間
に
わ
た
り
、「
総
括
・

総
務
関
係
」、「
教
育
委
員
会
関
係
」、「
健

康
福
祉
・
環
境
関
係
」、「
経
済
・
都
市

建
設
関
係
」
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
億
八
、
八
〇
〇
万

円
。
前
年
度
比
一
一
・
七 

パ
ー
セ
ン
ト

の
増
。

　

予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、「
平

成
23
年
度
予
算
編
成
方
針
」
に
基
づ
き
、

「
総
合
計
画
の
推
進
」、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」、「
行
政
改
革
の
取
り
組
み
」

を
基
本
方
針
と
し
て
、
行
政
組
織
別
予

算
制
度
に
よ
り
予
算
の
編
成
を
行
い
、

各
部
課
等
の
長
の
強
力
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
も
と
、
単
な
る
一
律
削
減
や
事
業

の
先
送
り
を
す
る
こ
と
な
く
、
市
民
の

真
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
緊
急
度
・
優
先
度
に
基
づ
く

事
務
事
業
の
厳
し
い
選
択
を
行
い
、
効

率
的
、
効
果
的
な
編
成
を
行
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

主
な
歳
入
に
つ
い
て
、

　

「
市
税
」

　

景
気
の
影
響
等
に
よ
る
個
人
市
民
税

の
減
な
ど
を
見
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
全

体
で
は
前
年
度
比
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

減
の
五
六
億
六
、八
三
一
万
円
。

　

「
地
方
譲
与
税
」

　

地
方
揮
発
油
譲
与
税
、
自
動
車
重

量
譲
与
税
の
増
に
よ
り
、
全
体
で
は

前
年
度
比
一
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

一
億
八
、七
八
四
万
三
、〇
〇
〇
円
。

　

「
各
交
付
金
」

　

地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
一
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

六
億
三
、三
七
五
万
四
、〇
〇
〇
円
。

　

「
地
方
交
付
税
」

　

国
の
平
成
23
年
度
地
方
交
付
税
増
額

確
保
の
方
針
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の

交
付
実
績
な
ど
と
併
せ
て
推
計
し
、
普

通
交
付
税
一
四
億
六
、
〇
〇
〇
万
円
、

特
別
交
付
税
七
、
六
〇
〇
万
円
を
見
込

み
、
全
体
で
は
前
年
度
比
五
四
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
一
五
億
三
、六
〇
〇
万
円
。

　

「
国
庫
支
出
金
」

　

子
ど
も
手
当
負
担
金
、
生
活
保
護
費

負
担
金
の
増
及
び
道
路
橋
り
ょ
う
費

補
助
金
の
減
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で

は
前
年
度
比
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

一
九
億
五
、九
七
〇
万
五
、〇
〇
〇
円
。

　

「
県
支
出
金
」

　

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急

促
進
臨
時
特
例
交
付
事
業
基
金
補
助

金
の
増
、
子
ど
も
手
当
負
担
金
の
増

及
び
民
間
保
育
園
の
建
設
補
助
の
子
育

て
安
心
応
援
事
業
補
助
金
の
減
、
国
勢

調
査
委
託
金
の
減
、
参
議
院
選
挙
執
行

委
託
金
の
減
な
ど
に
よ
り
全
体
で
は

前
年
度
比
一
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

七
億
一
、三
二
八
万
七
、〇
〇
〇
円
。

　

「
繰
入
金
」

　

前
年
度
比
三
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
増

の
八
億
九
、六
五
九
万
三
、〇
〇
〇
円
。

　

「
市
債
」

　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業

債
、
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
債

な
ど
、
市
債
全
体
で
は
前
年
度
比

八
億
四
、八
三
〇
万
円
、
五
〇
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
二
五
億
二
、
五
三
〇
万
円

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

主
な
歳
出
に
つ
い
て
、

　

「
議
会
費
」

　

議
員
共
済
費
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ

り
前
年
度
比
二
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
増

の
二
億
三
、六
〇
四
万
円
。

　

「
総
務
費
」

　

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
、
富
里
市

議
会
議
員
選
挙
事
業
、
富
里
市
長
選
挙

事
業
の
増
及
び
国
勢
調
査
事
業
、
固
定

資
産
評
価
替
え
事
業
の
減
な
ど
に
よ

り
、
全
体
で
は
前
年
度
比
八
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
一
八
億
七
、
七
四
四
万

七
、〇
〇
〇
円
。

　

「
民
生
費
」

　

子
ど
も
手
当
給
付
事
業
、
生
活

保
護
事
業
、
国
民
健
康
保
険
繰
出

事
業
、
保
育
所
保
育
実
施
委
託
事

業
、
障
害
者
自
立
支
援
介
護
・
訓
練

等
給
付
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
の
増
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
は

前
年
度
比
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

四
四
億
七
、二
七
七
万
七
、〇
〇
〇
円
。

　

「
衛
生
費
」

　

ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
、
廃
棄
物

処
理
施
設
等
維
持
管
理
事
業
、
予
防

事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
は

前
年
度
比
二
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

二
六
億
二
、一
八
七
万
六
、〇
〇
〇
円
。

　

「
農
林
水
産
業
費
」

　

新
規
事
業
の
す
い
か
の
里
生
産

支
援
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前

年

度

比

八

パ

ー

セ

ン

ト

増

の

二
億
九
、三
六
八
万
二
、〇
〇
〇
円
。

　

「
商
工
費
」

　

企
業
誘
致
事
業
の
減
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

一
億
九
〇
五
万
二
、〇
〇
〇
円
。

　

「
土
木
費
」

　

七
栄
新
木
戸
土
地
区
画
整
理
事

業
の
増
及
び
成
田
財
特
路
線
整
備

事
業
、
下
水
道
整
備
繰
出
事
業
の

減
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
は
前
年

度
比
二
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

一
八
億
一
五
七
万
六
、〇
〇
〇
円
。

　

「
消
防
費
」

　

常
備
消
防
車
両
整
備
事
業
、
消
防

救
急
無
線
広
域
化
・
共
同
化
整
備
事

業
の
増
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
は
前

年
度
比
二
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

九
億
四
、二
九
二
万
六
、〇
〇
〇
円
。

　

「
教
育
費
」

　

幼
稚
園
施
設
維
持
管
理
事
業
、
中
学

校
施
設
維
持
管
理
事
業
、
小
学
校
教
育

振
興
事
業
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

統
合
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で

は
前
年
度
比
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

一
五
億
四
、七
八
八
万
三
、〇
〇
〇
円
。

　

「
公
債
費
」

　

前
年
度
比
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

一
一
億
五
、四
七
三
万
九
、〇
〇
〇
円
。

　

「
予
備
費
」

　

前
年
度
同
額
の
三
、
〇
〇
〇
万
円
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

質
疑
に
つ
い
て

　

各
委
員
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
質
疑

等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
の
報
告
で

は
、
す
べ
て
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と

を
先
に
申
し
上
げ
、
意
見
・
要
望
の
あ

り
ま
し
た
何
点
か
に
つ
い
て
申
し
上

げ
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

総
務
関
係

・
歳
入
の
確
保
の
た
め
、
市
有
地
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

・
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
不
足
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

・
将
来
の
歳
入
を
確
保
す
る
た
め
の
投

資
に
努
め
る
な
ど
の
市
政
経
営
を
行

わ
れ
た
い
。

・
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
を
実

施
さ
れ
た
い
。

・
消
防
団
車
両
に
つ
い
て
、
積
載
車
の

導
入
推
進
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・
運
転
免
許
返
納
者
に
対
す
る
住
基

カ
ー
ド
発
行
の
無
料
化
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

　

健
康
福
祉
・
環
境
関
係

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
空
い

て
い
る
施
設
・
時
間
が
多
い
た
め
、

条
例
等
の
変
更
も
視
野
に
入
れ
て
、

使
い
や
す
さ
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
利
用
率
の
向
上
を
図
ら
れ
た
い
。

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
自
主
搬
入
を

減
ら
し
、
集
積
所
設
置
の
推
進
を
図

ら
れ
た
い
。

・
胃
が
ん
検
診
等
に
お
い
て
、
効
率
的

な
新
た
な
手
法
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

た
い
。

・
前
立
腺
が
ん
検
診
の
助
成
・
無
料
化

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

・
硝
酸
性
窒
素
等
に
対
す
る
地
下
水
保

全
に
つ
い
て
は
、
取
組
の
充
実
を
図

ら
れ
た
い
。

　

教
育
委
員
会
関
係

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
金
額
の
妥
当
性
や
充
実

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

・
富
里
中
学
校
の
野
球
場
整
備
に
つ
い

て
配
慮
さ
れ
た
い
。

・
学
校
図
書
館
司
書
に
つ
い
て
、
全
校

配
置
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

　

経
済
・
都
市
建
設
関
係

・
歩
行
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
市
道
の

外
側
線
の
引
き
直
し
を
推
進
さ
れ
た

い
。

・
富
里
の
財
産
で
あ
る
馬
を
活
用
し
た

集
客
力
の
あ
る
事
業
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

・
市
道
〇
一

－

〇
〇
八
号
線
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
必
要
な
人
員
の
配
置
に

努
め
ら
れ
た
い
。

・
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
公
園
の
樹

木
剪
定
を
推
進
さ
れ
た
い
。

・
大
型
車
通
行
規
制
の
市
道
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
そ
の
徹
底
を

図
ら
れ
た
い
。

　

四
日
間
に
わ
た
る
真
剣
な
質
疑
応
答

が
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
議
案
第
一

号
平
成
23
年
度
富
里
市
一
般
会
計
予
算

は
、
賛
成
多
数
に
て
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
執
行
部
に
お
か
れ
て
は
、

審
査
を
通
じ
て
出
さ
れ
た
数
多
く
の
議

論
や
意
見
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
平
成

23
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
ら
れ
る
よ

う
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
て
、
予
算
審

査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
と
い
た
し

ま
す
。

委
員
長　

櫻
井
優
好

会　計 当初予算額
対前年度
比　　較

一般会計 150億 8,800 万円 11.7％増

特別会計

国民健康保険特別会計 54億 5,392 万円 7.7％増

下水道事業特別会計 6億 9,792 万円 4.5％増

介護保険特別会計 17億 9,540 万円 3.4％増

後期高齢者医療特別会計 2億 2,840 万円 14.8％減

企業会計

水道事業会計 12億 5,365 万円 10.5％増

平成２３年度当初予算

平成２３年度一般会計　（表示単位未満四捨五入）

議会費
2億 3,604 万円

農林水産業費
2億 9,368 万円

消防費　9 億 4,293 万円消防費　9億 4,293 万円

商工費
1億 905 万円

民生費
44 億 7,278 万円

教育費
15 億 4,788 万円

土木費土木費
18 億 158 万円18 億 158 万円

総務費総務費
18 億 7,745 万円18 億 7,745 万円

公債費公債費
11 億 5,474 万円11 億 5,474 万円

予備費　3,000 万円

衛生費　26 億 2,188 万円

歳出合計

150 億 8,800 万円



4

こんにちはとみさと議会です　１７０号

　

平
成
23
年
度
の
大
型
予
算
に
し
た
理
由
は
。

　

政
策
と
し
て
推
進
す
べ
き
事
業
の
実
施
時
期

等
が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
増
加
率
の
高
い
予
算

と
な
っ
た
が
、
国
庫
補
助
金
や
市
債
な
ど
特
定

財
源
に
よ
り
適
切
な
予
算
編
成
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
各
部
の
事
業
計
画
は
。

　

総
務
部
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
」、健
康
福
祉
部
は「
地
域
医
療
体
制
の
充
実
」

の
展
開
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」、
経
済

環
境
部
は
「
農
業
経
営
の
安
定
化
」
の
展
開
「
す

い
か
の
里
生
産
支
援
事
業
」、
都
市
建
設
部
は

「
幹
線
道
路
の
整
備
」
の
展
開
「
成
田
財
特
路

線
整
備
事
業
」、
消
防
本
部
は
「
消
防
・
救
急

体
制
の
強
化
」
の
展
開
「
常
備
消
防
車
両
整
備

事
業
」、教
育
委
員
会
は「
学
校
施
設
等
の
整
備
・

機
能
更
新
」
の
展
開
「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施

設
統
合
事
業
」、
水
道
課
は
平
成
20
年
度
か
ら

五
年
間
の
継
続
事
業
の
配
水
ピ
ッ
ト
改
修
工
事

等
で
す
。

　

合
併
の
見
送
り
単
独
市
政
を
選
ん
だ
そ
の
後

の
効
果
に
つ
い
て
。

　

行
政
需
要
が
増
加
す

る
中
で
市
税
等
歳
入
の

減
少
が
著
し
く
、
財
政

運
営
は
非
常
に
難
し
い

時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

富
里
市
の
将
来
の
進

む
べ
き
方
向
に
つ
い
て

　

住
宅
や
産
業
地
の
計

画
的
な
土
地
利
用
に
努

め
農
業
振
興
を
図
り
さ

ら
な
る
発
展
に
努
め

る
。

　

今
後
の
市
の
発
展
に
は
鉄
道
駅
が
必
要
で
は
。

　

空
港
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の

と
強
く
考
え
て
い
る
。
駅
の
な
い
富
里
に
何
と

か
実
現
で
き
れ
ば
と
思
う
。
あ
な
が
ち
夢
で
は

な
い
の
で
、
組
織
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

市
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
県
外
自
治
体
と

の
災
害
時
応
援
協
定
や
姉
妹
都
市
の
必
要
性
は
。

　

広
域
被
災
し
た
場
合
な
ど
検
討
し
た
い
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
を
導
入
し
て
欲
し
い
。

　

デ
ザ
イ
ン
を
公
募
す
る
市
も
。検
討
し
た
い
。

『
施
政
方
針
、
新
年
度
予
算
、
会
派
の
要
望
に

つ
い
て
』

　

中
三
ま
で
医
療
費
の
助
成
を
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

24
年
度
か
ら
実
施
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
税
率
を
引
き
下
げ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

二
・
四
％
引
き
下
げ
る
条
例
を
上
程
し
ま
す
。

　

国
保
の
課
税
限
度
額
の
維
持
を
要
望
し
ま
す
。

　

政
治
判
断
で
四
万
円
値
上
げ
さ
せ
て
も
ら
う
。

　

根
木
名
Ｎ
Ｔ
や
富
里
台
を
中
心
と
す
る
第
三

処
理
分
区
の
下
水
道
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

　

着
実
に
手
続
き
を
進
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

廃
プ
ラ
の
自
主
搬
入
の
無
料
化
は
た
っ
た

四
〇
万
円
で
実
現
し
ま
す
。
農
家
の
利
便
性
か

ら
全
量
自
主
搬
入
と
は
い
か
な
い
の
で
一
斉
回

収
に
も
併
せ
て

助
成
す
れ
ば
バ

ラ
ン
ス
が
図
れ

る
。

　

そ
の
と
お
り

だ
が
、
無
料
化

す
る
こ
と
で
自

主
搬
入
の
希
望

者
が
増
え
る
と

予
算
が
厳
し
い
。

　

施
政
方
針
に
み
る
市
長
の
政
治
姿
勢
。

　

総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
中

長
期
的
視
野
に
立
ち
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
は
主
役
は

市
民
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
総
合
計
画
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
・
行
政
改
革
の
三
つ
の
基
本

方
針
よ
り
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
と
子
宮
頸
が
ん
・
小
児
肺
炎
球
菌
・
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
の
23
年
度
及
び
以
後
の
助
成
継
続
を
。

　

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
今
後
も
継
続
実
施

し
ま
す
。
ま
た
三
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
助
成
は
23

年
度
実
施
し
ま
す
。
以
降
は
国
の
定
期
予
防
接

種
化
へ
の
動
向
か
ら
の
判
断
と
な
り
ま
す
。

　

富
里
市
へ
も
「
子
ど
も
館
」
の
設
置
を
。

　

移
動
支
援
セ
ン
タ
ー
等
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
空
き
店
舗
等
で
の
「
子
ど
も
館
」
に
つ
い

て
は
諸
々
の
基
準
・
条
件
等
あ
り
ま
す
の
で
、

緊
急
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
公
共
交
通
に
つ
い
て
。

　

現
況
の
交
通
実
態
把
握
や
日
常
の
移
動
型
態
、

市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
７
月

に
三
千
名
を
対
象
に
実
施
予
定
。
そ
の
結
果
を

地
域
公
共
交
通
会
議
に
諮
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
の
実

施
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

　

国
の
交
通
基

本
法
案
を
見
な

が
ら
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
等
、

調
査
の
中
で
検

討
し
ま
す
。

　

活
力
あ
る
富
里
を
築
く
姿
と
は
。

　

「
人
と
緑
が
調
和
し
、
未
来
を
拓
く
臨
空
都
市

と
み
さ
と
」
と
定
め
、
未
来
に
向
か
っ
て
生
き

生
き
と
、
活
気
に
あ
ふ
れ
元
気
よ
く
働
き
、
活

動
し
、
農
業
・
商
業
・
工
業
な
ど
地
域
経
済
が

活
気
に
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　

行
政
改
革
を
推
進
し
た
結
果
と
効
果
は
。

　

昨
年
度
終
了
し
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に

お
い
て
、
五
年
間
で
目
標
八
億
二
千
万
円
を
上

回
り
、
一
二
億
七
千
万
円
を
削
減
で
き
、
本
年

度
か
ら
は
「
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
」
及
び
「
改

革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
改
革
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
抑
制

に
加
え
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

行
政
評
価
の
結
果
と
今
後
の
計
画
は
。

　

各
課
等
に
お
い
て
公
共
性
、
必
要
性
、
妥
当

性
等
の
評
価
に
基
づ
き
、
事
務
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

新
総
合
計
画
と
行
政
評
価
を
連
動
し
、
今
後

も
研
究
を
重
ね
、
施
策
指
標
の
達
成
度
や
目
的

の
た
め
、
事
務
事
業
の
的
確
性
な
ど
を
検
証
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
実
態
は
。

　

認
可
保
育
園
「
青
空
保
育
園
」
が
４
月
に
開

園
予
定
で
、
入
園
定
員
が
一
二
〇
人
で
、
職
員

は
合
計
二
三
人
体
制
で
運
営
開
始
し
ま
す
。
既

存
の
民
間
保
育
園
同
様
に
運
営
に
対
し
、
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

　

商
業
活
性
化
事
業
の
支
援
策
の
内
容
は
。

　

「
商
品
券
発
行
事
業
」
に
補
助
を
検
討
、
一

枚
千
円
、
一
万
枚
を
発
行
、
地
元
で
買
い
物
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
商
品
券
の
発
行
に
協
力
し

ま
す
。
ま
た
朝
市
等
に
人
的
な
部
分
や
公
共
施

設
等
の
利
用
料
金
を
軽
減
支
援
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
施

策
つ
い
て

歳
入
の
確
保
や
歳

出
の
抑
制
を
図
る

問答

鈴
木
英　

フ
ォ
ー
ラ
ム
富
里

平
成
23
年
度
施
政

方
針
に
つ
い
て

新
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
未
来
の
臨

空
都
市
に

問答

押
尾　

隆

市
民
ク
ラ
ブ

鉄
道
や
リ
ニ
ア

シ
ャ
ト
ル
を
富
里

市
へ
！

夢
で
は
な
く
組
織

的
に
研
究
し
て
い

き
た
い

問答

秋
本
真
利

市
政
会

乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
等
・
公
共
交
通

網
整
備
に
つ
い
て

現
況
交
通
実
態
把

握
や
市
民
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
す
る

問答

大
川
原
き
み
子

公
明
ク
ラ
ブ

通
告
項
目
（
会
派
代
表
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
富
里

(1)
平
成
23
年
度
の
施
策
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

(1)
施
政
方
針
に
つ
い
て　

市
政
会

(1)
施
政
方
針
、
新
年
度
予
算
、
会
派
で
提
出

し
た
要
望
書
に
つ
い
て

(2)
過
去
の
質
問
事
項
の
経
過
に
つ
い
て

(3)
新
清
掃
工
場
に
つ
い
て

公
明
ク
ラ
ブ

(1)
平
成
23
年
度
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

通
告
項
目
（
個
人
）

布
川
好
夫

(1)
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
に
つ
い
て

(2)
成
田
市
・
富
里
市
新
清
掃
工
場
に
つ
い
て

(3)
健
康
福
祉
行
政
に
つ
い
て

(4)
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

佐
藤
繁
夫

(1)
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

(2)
富
里
の
財
政
に
つ
い
て

櫻
井
優
好

(1)
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

(2)
平
成
23
年
度
予
算
に
つ
い
て

髙
橋
保
夫

(1)
公
共
下
水
道
及
び
空
港
場
外
下
水
道
に
つ

い
て

(2)
富
里
市
空
き
地
に
係
る
雑
草
等
に
関
す
る

条
例
等
に
つ
い
て

(3)
福
祉
に
つ
い
て

(4)
教
育
に
つ
い
て

窪
田　

優

(1)
過
去
の
一
般
質
問
の
進
捗
確
認

中
野
信
二

(1)
庁
用
自
動
車
の
安
全
管
理
、
事
故
対
策
に

つ
い
て

柏
崎
の
り
子

(1)
地
域
経
済
と
暮
ら
し
の
安
心
に
つ
い
て

(2)
福
祉
に
つ
い
て

立
花　

介

(1)
学
校
給
食
費
支
払
い
督
促
申
立
て
に
つ
い
て

(2)
子
供
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

(3)
市
長
の
政
治
姿
勢
、
政
策
判
断
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問

問

問問問問問問問 問

問問問問問

問問問問問

問問問 答

答答答答答答答 答

答答答答答

答答答答答

答答答

いつの日か富里市にも駅を！

乗り合いタクシーのイメージ

※本文は質
問者自身の
原稿による
ものです。
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保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
老
人
健
康
診
断
や
乳
幼

児
健
診
等
で
、
利
用
者
が
多
く
混
雑
し
や
す
い

建
物
で
す
。
健
診
等
に
参
加
し
て
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
し
て
市

民
が
使
い
や
す
い
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
で

き
な
い
の
か
と
い
う
希
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

相
川
市
長
も
一
〇
年
ほ
ど
前
の
議
員
時
代
に

は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
築
は
必
要
と
い
う
こ
と

で
私
達
と
一
緒
に
行
動
を
共
に
し
た
時
も
あ

り
、
老
朽
化
し
た
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ

い
て
、
安
心
・
安
全
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

ど
う
考
え
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
56
年
建
設
の
施
設

で
各
種
検
診
を
初
め
予
防
接
種
、乳
幼
児
健
診
、

健
康
教
室
等
の
事
業
に
多
く
の
市
民
が
利
用
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

妊
婦
の
方
や
子
育
て
中
の
方
、
高
齢
者
の
方

ま
で
、
市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を

支
援
す
る
拠
点
と
し
て
機
能
を
果
た
す
た
め
に

は
、
施
設
の
広
さ
や
設
備
等
現
状
の
施
設
で
は

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
成
田
市
と
共
同
で
建
設
中
の
新
清
掃

工
場
と
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
の
あ
と
、
財

政
状
況
等
勘
案
し
な
が
ら
、検
討
い
た
し
ま
す
。

『
福
祉
事
務
所
の
相
談
室
の
拡
充
は
』

　

福
祉
の
責
任
者
は
い
る
け
れ
ど
も
、
福
祉
事

務
所
と
言
え
る
環
境
で
は
な
い
と
思
う
。
相
談

に
来
る
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
よ

う
、
相
談
室
の
拡
充
を
。
市
の
考
え
は
。

　

相
談
室
は
最
大
三
ヶ
所
あ
り
ま
す
。
現
状
の

庁
舎
内
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
拡
充
は
難
し
い
で

す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
努
め
ま
す
。

　

財
政
基
盤
の
確
立
と
効
果
的
、
効
率
的
行
政

運
営
に
つ
い
て
。

　

行
財
政
改
革
、財
政
基
盤
の
確
立
と
効
果
的
、

効
率
的
行
政
運
営
に
つ
い
て
、
今
後
行
財
政
運

営
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
歳
入
の
確
保
は

極
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
市
税
を
は
じ
め

と
す
る
自
主
財
源
の
確
保
に
取
り
組
み
、
財
政

基
盤
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
己
変
革
（
職
員
・
組
織
）
に
つ
い
て
。

　

職
員
と
組
織
の
自
己
変
革
に
つ
い
て
で
す

が
、
富
里
市
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
千
葉
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
さ

れ
て
い
る
様
々
な
分
野
の
研
修
の
受
講
、ま
た
、

今
年
度
か
ら
試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
人
事
評

価
等
に
よ
り
、
人
材
育
成
及
び
職
員
の
資
質
向

上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
と
進
め
る
行
政
運
営
に
つ
い
て
。

　

市
民
と
進
め
る
行
政
運
営
に
つ
い
て
で
す

が
、
昨
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
中
で
、
市
民
の
市
政
へ
の
参

画
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
行
政
運
営
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
参
画
を
基
本
と
す
る
こ
と
を

明
確
に
い
た
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
方
法
と
し

て
は
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
の
ほ
か
、

計
画
づ
く
り
の
初
期
段
階
か
ら
、
市
民
等
に
情

報
を
提
供
し
、

広
く
多
様
な
機

会
に
ご
意
見
を

頂
く
な
ど
、
市

民
の
皆
様
と
と

も
に
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

空
港
場
外
下
水
道
で
成
田
国
際
空
港
株
式
会

社
と
の
協
議
進
捗
状
況
は
。

　

千
葉
県
が
富
里
第
一
小
学
校
か
ら
、
東
部
第

二
幹
線
の
接
続
点
ま
で
を
国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
へ
事
業
変
更
認
可
申
請
書
を
１
月
26

日
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
三
処
理
分
区
の
事
業
認
可
及
び
区
域
編
入

の
状
況
も
し
く
は
見
通
し
に
つ
い
て
。

　

今
回
の
変
更
認
可
申
請
に
は
、
第
三
処
理
分

区
の
根
木
名
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
及
び
富
里
台
を
含

め
て
お
り
ま
す
。
現
在
変
更
案
の
縦
覧
を
行
っ

て
お
り
、
終
了
後
に
千
葉
県
へ
変
更
認
可
申
請

の
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

認
可
後
の
着
工
ま
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
。

　

富
里
第
二
工
業
団
地
と
立
沢
台
及
び
東
立
沢

台
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
両
団
地
に

つ
い
て
は
既
存
の
管
渠
調
査
を
行
い
ま
す
。
立

沢
台
は
平
成
23
年
度
か
ら
調
査
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
立
沢
台
及
び
東
立

沢
台
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
根
木
名

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
及
び
富
里
台
に
つ
い
て
も
着
手

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
の
適
切
な
決
断
に
よ
り
こ
こ
ま
で
進
展

し
て
お
り
ま
す
第
三
処
理
分
区
も
早
く
着
手
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
気
持
ち
は
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、で
き
る
だ
け
早
く
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

『
福
祉
に
つ
い
て
』

　

要
請
し
て
い
ま
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

共
用
倉
庫
設
置
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

　

設
置
を
希
望
さ
れ
て
い
た
場
所
は
行
政
財
産

の
目
的
外
使
用
を
許
可
い
た
し
ま
し
た
。
つ
き

ま
し
て
は
共
用
倉
庫
を
活
用
さ
れ
、
健
康
、
福

祉
の
増
進
に
役
立
て
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
評
議
員
は
「
校
長
の
求
め
に
応
じ
て
意

見
を
述
べ
る
」
で
す
が
校
長
先
生
の
任
期
は
二

年
〜
三
年
で
す
。
制
度
が
適
切
に
運
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
成
果
は
ど
う
で
す
か
。

　

報
告
は
受
け
て
い
る
が
効
果
を
検
証
で
き
る

報
告
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

評
議
員
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

中
学
校
は
制
度
発
足
か
ら
勤
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
が
大
半
で
す
。

　

文
科
省
に
よ
る
と
、
学
校
運
営
協
議
会
は
学

校
運
営
、
教
職
員
人
事
に
つ
い
て
関
与
す
る
一

定
の
権
限
を
有
す
る
合
議
制
の
機
関
で
そ
の

「
役
割
が
異
な
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
地
域
の
力
を
学
校
運

営
に
導
入
す
る
こ
と
を
通
じ
て
学
校
運
営
の
活

性
化
を
図
る
。
②
地
域
住
民
や
保
護
者
の
参
画

に
よ
り
校
長
の
学
校
経
営
を
支
援
。
③
外
部
講

師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
等
、
地
域
の
協
力

を
得
や
す
い
環
境
を
構
築
。
④
家
庭
に
対
す
る

要
望
等
を
通
じ
て
、
学
校
と
家
庭
の
適
切
な
役

割
分
担
を
実
現
。
な
ど
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　

学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
）
も
評
議
員
制
度
も
「
開
か
れ
た
学
校

作
り
」
と
い
う
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
も
評
議
員
制
度
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

で
評
議
員
制
度
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

学
校
運
営
協
議
会
は
、
保
護
者
や
地
域
が
一

定
の
権
限
と
責
任
を
持
た
さ
れ
ま
す
。
設
置
の

予
定
は
な
い
と
の
決
定
を
し
た
の
は
教
育
委
員

会
議
で
す
か
、
教
育
長
等
、
事
務
方
で
す
か
。

　

全
国
的
に
は
普
及
し
て
い
な
い
、
予
定
が
な

い
と
決
め
た
の
は
教
育
委
員
会
事
務
方
で
す
。

問問

問問問

問問問問問

問問問問

答答

答答答

答答答答答

答答答答

　

が
ん
検
診
に
つ
い
て
。

　

本
市
に
お
け
る
が
ん
検
診
の
取
組
に
つ
き
ま

し
て
は
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
子

宮
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
の
ほ
か
、
血
液
検
査
に

よ
る
胃
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
取
組
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
観
点
か
ら
市
民
に
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
て
お

り
ま
す
が
、
先
日
も
男
性
市
民
か
ら
女
性
特
有

の
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
に
は
助
成
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
男
性
特
有
の
前
立
腺
が
ん
に
も
全

額
助
成
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
受
診
率

ア
ッ
プ
に
も
な
り
ま
す
。

　

発
症
の
リ
ス
ク
が
高
い
五
〇
歳
以
上
の
男
性

を
対
象
と
し
希
望
者
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

協
議
検
討
し
ま
す
。

『
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
』

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
。

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
市
民
へ
の
災
害
情
報

等
の
提
供
を
本
来
の
目
的
と
し
て
整
備
を
図
っ

て
ま
す
。
高
齢
者
等
の
行
方
不
明
情
報
や
火
災

発
生
情
報
な
ど
、
市

民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
に
必
要

な
情
報
提
供
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

聞
こ
え
な
い
所

へ
改
善
も
大
事
で

す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
の

増
設
や
向
き
の
変

更
を
す
る
考
え
は
。

　

平
成
24
年
度
以

降
調
査
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問問問問 答答答答

男
性
特
有
の
前
立

腺
が
ん
検
診
を
全

額
助
成
で

協
議
検
討
い
た
し

ま
す

問答

布
川
好
夫

利
用
し
や
す
い
保

健
セ
ン
タ
ー
に
改

築
を

二
大
工
事
の
あ
と

財
政
等
勘
案
し
、

検
討
協
議
し
た
い

問答

佐
藤
繁
夫

行
財
政
改
革
に
つ

い
て

行
財
政
の
効
率
的

運
営
に
努
め
ま
す

問答

櫻
井
優
好

公
共
下
水
道
及
び

空
港
場
外
下
水
道

に
つ
い
て

立
沢
台
は
平
成
23

年
か
ら
調
査
を
行

い
た
い

問答

髙
橋
保
夫

学
校
運
営
協
議
会

の
設
置
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
か

学
校
評
議
員
制
度

運
用
の
た
め
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん

問答

窪
田　

優

がん健診・早期発見早期治療
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全
国
の
実
施
自
治
体
は
一
八
〇（
２
月
現
在
）

さ
ら
に
拡
大
の
様
子
で
す
。
県
内
初
実
施
の
い

す
み
市
で
は
二
〇
万
円
以
上
の
工
事
を
対
象
に

上
限
二
〇
万
円
を
補
助
す
る
制
度
と
し
、
利
用

し
た
幅
広
い
市
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。
住
生
活
の
改
善
と
住
み
続
け
ら
れ
る
良

好
な
住
環
境
を
願
っ
て
い
る
市
民
か
ら
待
た
れ

て
い
る
制
度
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　

い
す
み
市
で
は
１
月
現
在
補
正
等
も
含
め

三
、
二
三
〇
万
円
の
予
算
規
模
を
組
み
、
申
請

件
数
は
二
五
〇
件
と
の
こ
と
。
市
内
業
者
へ
の

波
及
効
果
が
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。

　

実
施
自
治
体
で
は
市
内
業
者
へ
の
発
注
が
条

件
で
す
。
市
内
業
者
と
い
う
条
件
を
外
せ
ば
競
争

力
の
強
い
大
手
メ
ー
カ
ー
に
仕
事
が
回
り
、
せ
っ

か
く
の
税
金
が
生
き
て
働
か
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
市
内
循
環
型
地
域
振
興
策
と
し
て
ぜ
ひ

検
討
を
。
市
長
の
お
考
え
を
う
か
が
い
ま
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
と
考

え
る
が
ぜ
ひ
や
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

　

耐
震
診
断
補
助
が
あ
っ
て
も
改
築
等
進
ま
な

い
の
が
実
態
。
国
の
交
付
金
活
用
で
経
済
効
果

税
収
へ
の
波
及
効
果
を
生
み
出
す
ね
ら
い
も
あ

り
ま
す
。
近
隣

の
把
握
に
つ
い

て
。

　

23
年
度
か
ら

我
孫
子
市
、
多

古
町
、
酒
々
井

町
等
々
。
市
長

も
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
す
か

ら
調
査
し
対
応

し
た
い
。

問
こ
の
こ
と
を
聞
く
の
は
、
子
供
の
貧
困
問
題

が
社
会
的
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
中

で
、「
教
育
」
の
名
で
弱
い
も
の
い
じ
め
を
す

る
結
果
に
な
ら
な
い
か
と
心
配
す
る
か
ら
で

す
。

　

教
育
委
員
会
は
、過
年
度
の
未
納
者
に
対
し
、

督
促
状
、
催
告
書
、
再
催
告
書
、
電
話
、
戸
別

訪
問
を
重
ね
、
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
に
は
就

学
援
助
制
度
が
あ
る
こ
と
も
保
護
者
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　

支
払
督
促
の
申
立
て
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

家
庭
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
も
よ
く
聞
き
取
り
な
が

ら
、
何
と
か
な
る
方
法
は
な
い
か
と
い
う
気
持

ち
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
貧
困
問
題
、
研
修
会
な
ど
で
取
り
上

げ
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

子
供
が
貧
困
に
よ
り
差
別
さ
れ
た
り
、
不
利

を
こ
う
む
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
子
も
将
来
に
対

す
る
夢
や
希
望
が
持
て
る
よ
う
な
環
境
を
作
り

出
す
の
は
私
た
ち
大
人
の
責
任
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
一
人
一

人
の
子
供
た
ち
を
大
切
に
し
、
子
供
た
ち
が
互

い
の
よ
さ
を
認
め
合
い
、
助
け
合
え
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
に
向
け
て
日
々
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
子
供
た
ち
が
貧

困
に
よ
り
差
別
さ
れ
た
り
、
い
じ
め
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
研
修
会
等
を
通
し

て
全
教
職
員
が
共
通
理
解
の
も
と
、
児
童･
生

徒
の
指
導
に
当
た
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議会を傍聴しませんか

６月定例会は５月３１日（火）から開会予定です。

※詳しい日程などは議会事務局にお問い合わせください。

※本会議の模様は市民課ロビー ( 市庁舎一階 ) のテレビでもご覧いただ
くことができます。

議会報を読んで感じたことなど、皆様のご意見をお待ちしております。
また、議会報は市議会ホームページでもご覧いただくことができます。

〒 286-0292　　富里市七栄 652-1　　議会事務局　
TEL.　0476-93-6492　FAX.　0476-91-3595

富里市議会ホームページアドレス

http://www.city.tomisato.chiba.jp/gikai/index.html

編　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
犠
牲
に
な
ら

れ
た
多
く
の
被
災
者
の
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

自
然
の
摂
理
は
人
智
を
超
え
る
事
も
あ
る
の
だ
と
、

危
機
管
理
の
重
大
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

と
み
さ
と
議
会
報
も
現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
発
行
す
る

の
は
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
不
行
き
届
き
の

場
合
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
し
て
頂
い
た

委
員
の
皆
様
、
日
夜
努
力
し
て
頂
い
た
議
会
事
務
局
の

皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
愛
読
し
て
頂
き

ま
し
た
市
民
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

（
委
員
長　

高
橋
益
枝　

記
）

ご意見・ご感想をお寄せください！

集
後
記

再生紙を使用しています
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登
録
運
転
手
へ
の

交
通
安
全
教
育
の

実
施
は

網
紀
保
持
、
交
通

規
則
遵
守
等
を
毎

年
通
知
で
周
知

問答

中
野
信
二

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
の
創
設
を

実
施
方
向
で
検
討

し
た
い

問答

柏
崎
の
り
子

給
食
費
未
納
問

題
・
裁
判
所
へ
の

提
訴
に
つ
い
て

就
学
援
助
制
度
な

ど
よ
く
説
明
し
て

い
る

問答

立
花　

介

　

市
職
員
の
登
録
運
転
手
数
及
び
当
市
の
自
動

車
保
有
台
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

職
員
の
九
割
以
上
が
運
転
免
許
証
を
取
得
し

て
お
り
、
延
べ
八
八
七
名
が
各
種
免
許
を
所
持

し
て
い
ま
す
。
自
動
車
保
有
台
数
は
、
貨
物
自

動
車
三
七
台
、
特
殊
車
両
四
〇
台
等
、
合
計

一
三
三
台
で
す
。

　

職
員
の
自
動
車
事
故
件
数
は
。

　

最
近
五
年
間
合
計
で
三
〇
件
で
し
た
。

　

交
通
運
転
管
理
者
が
行
な
っ
た
登
録
運
転
手

に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
は
。

　

毎
年
一
回
交
通
安
全
意
識
向
上
を
含
む
職
員

の
網
紀
保
持
及
び
年
四
回
の
交
通
規
則
の
遵
守

に
関
す
る
通
知
に
よ
る
周
知
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
全
課
に
交
通
安
全
テ
キ
ス
ト

を
配
布
し
、
交
通
規
則
の
再
確
認
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

任
意
保
険
の
加
入
状
況
、
契
約
内
容
等
は
。

　

全
庁
車
が
加
入
し
、
契
約
先
は
全
国
市
有
物

件
災
害
共
済
会
が
一
〇
六
台
、
民
間
保
険
会
社

が
二
七
台
で
、
い
ず
れ
も
車
両
損
害
賠
償
、
無

制
限
の
対
物
・
対
人
損
害
賠
償
と
な
っ
て
い

ま
す
。
保
険
料
支
払
額
は
五
年
間
で
、
約
一
、

三
五
〇
万
円
で
す
。

　

庁
車
の
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
金
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　

最
近
五
年
間
の
支
払
額
は
約
三
六
万
円
、
受

取
額
は
約
四
二
二
万
円
で
す
。

　

職
員
の
自
家
用
車
の
公
務
使
用
に
関
す
る
規

則
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

例
外
的
に
自
家
用
車
を
公
務
に
使
用
す
る
場

合
の
規
程
は
未
整
備
と
な
っ
て
お
り
、
他
市
を

参
考
に
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問問問問問問 問

問問問

問問

答答答答答答 答

答答答

答答

改修中の住宅

意見書を提出

　３月１１日に発生した東日本大震災により犠牲になられた方々に対

し、心から哀悼の意を表すとともに、地震で被災された方々への支援に

役立ててもらうよう、市議会議員全員から募り、義援金として２０万円

を贈りました。

◆ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、外務大臣

◆国民健康保険に対する国庫負担の見直し・増額を求める意見書
　（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣

東日本大震災の被災者へ義援金


